
―　 ―25

第69巻第 5号「厚生の指標」2022年 5 月

目的　本研究の目的は，男性看護師における女性患者へのケアや職場内外の人間関係と働きやすさ
との関連を検討することとした。

方法　対象者は一般社団法人日本男性看護師会の会員で，臨床看護師として病院で働いている男性
看護師とした。調査方法はウェブアンケートで，2017年 8 ～ 9 月に会員ウェブサイトを通じて
実施した。アンケートでは，対象の属性，働きやすさ，女性患者へのケア，職場内外の人間関
係について尋ねた。各調査項目について集計し，「女性患者へのケア・職場内外の人間関係」
と「働きやすさ」のクロス集計を行った。

結果　アンケート回答者は104人で，平均年齢（標準偏差）35.1歳（7.3），平均臨床経験年数（標
準偏差）11.2年（6.3），既婚者66.3％であった。所属診療科は，一般病棟が最も多く51.0％，
次いで，ICU・救急外来／救急病棟・手術室が28.8％であった。女性患者からケアを断られた
ことがある人は87.5％，男性看護師であることから女性看護師にケア交代を頼んだことがある
人は97.1％，女性患者とのコミュニケーションに不安を感じる人は11.5％，信頼関係を築きに
くいと感じている人は10.6％であった。女性が多数の中で孤独を感じる人は28.9％，職場内外
を問わず相談できる人は92.3％であった。女性患者へのケアと働きやすさとの関連では，「男
性看護師がケアを行うことに対して，女性患者が嫌がっているのではないか」と思う人ほど，
働きにくいと回答する傾向があった。職場内外の人間関係と働きやすさとの関連では，「職場
の看護師同士の関係」が良好ではないと回答した人は，働きにくいと回答する傾向があった。

結論　男性看護師の多くは女性患者にケアを断られた経験があるが，女性患者とのコミュニケー
ションや信頼関係の構築での困難感は少なかった。また，女性患者に対するケアと働きやすさ，
職場内外の人間関係と働きやすさに関連がみられた。今後は，女性患者に対してケアの困難さ
がある場合でも，職場環境によって働きやすさが変わるのか，これらの要因の組み合わせによ
る相互の関連性を，さらに検討する必要がある。

キーワード　男性看護師，働きやすさ，アンケート調査，患者－看護師関係，職場内外の人間関係

Ⅰ　は　じ　め　に

　医療現場の看護師は女性の割合が多いが，近
年，男性看護師の割合は国の統計によると7.8％
と増加傾向にある1）。男性看護師に対しては，

職場環境の改善や人間関係の潤滑油の役割，男
性患者へのケア，患者の不穏時や患者移動時の
対応，管理職などのキャリアも期待されてい
る2）-6）。
　その一方で，男性看護師はセクシャリティの
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観点から，ケアに困難を感じることも多い2）。
例えば，男性看護師は女性患者から敬遠される
と感じ7）8），男性看護師の約65％が女性患者に
ケアを断られた経験がある9）。ただし，このよ
うな経験は，患者－看護師間の性の違いによる
ものだけではなく，配属先の特徴もある10）。例
えば，ICU・救急外来・手術室では，患者は安
全に対する欲求が第一でケアの拒否は少ないが，
患者の重症度・緊急度が低く，患者のニーズ欲
求段階が高い病棟ほど，男性看護師は女性患者
からケアを拒否される経験が多い9）。とくに排
せつや寝衣交換などの場面でケアを拒否された，
あるいは，拒否されそうになった経験をもつ男
性看護師は約60～75％で8），患者対象の調査でも，
男性看護師から受ける日常生活援助のうち，排
せつ・入浴・更衣・清拭といったケアは女性看
護師に代わって欲しいと考える患者は多い11）12）。
　女性患者からケアを拒否されることに対して，
男性看護師は無力感や葛藤を感じながらも13），
患者－看護師関係の構築を考えながらケアを
行っている。また，患者からケアを拒否される
ことを受け入れる，女性看護師にケア交代を依
頼する，ケアの交代は患者を尊重した対応であ
ると考えるなど，自分自身の考え方を変えて自
己解決によって対応している男性看護師も多
い6）。このように，他者にケアの交代を依頼す
ることは，看護師の性別によらず生じることで
あるが，その一方で男性看護師は，ケアの交代
は女性看護師に負担をかけていると感じ6）9）14），
とくに臨床経験が少ない男性看護師は，職場内
の人間関係を構築している段階で他者に業務を
依頼することに対して困難を感じていると考え
られる15）。
　これらのことから，男性看護師が抱える女性
患者へのケアの困難さは，セクシャリティや
ジェンダーの問題として捉えるだけではなく，
職場の人間関係や働きやすさといった職場環境
の点から考える必要がある。男性看護師からみ
た病棟の人間関係や雰囲気は，女性看護師同士
の関係性も影響していると感じている。さらに
男性看護師が少数であったり，悩みを共有でき
る仲間が少ない場合，相談できず悩みを抱えな

がら従事しており15），就業の継続やモチベー
ションに影響することも考えられる。
　男性看護師に関する先行研究では，男性看護
師の臨床での困難やその対処法に関する研究に
加えて，職務満足度やストレスとの関連の調査
結果等が報告されている6）。しかし，男性看護
師の女性患者へのケアの困難さが実際の働きや
すさと関連しているのかはよくわかっておらず，
また，働きやすさの背景にある職場環境，職場
内外の人間関係について同一集団で調査した研
究は報告されていない。そこで本研究では，男
性看護師における女性患者へのケアや職場内外
の人間関係と，働きやすさとの関連を明らかに
することとした。

Ⅱ　方　　　法

（ 1）　対象者
　本研究は，一般社団法人日本男性看護師会に
調査協力を依頼した。会員数は1,174名（2017
年 8 月調査実施時点）で，会員は男性看護師の
ほか，男性看護師を応援する女性看護師や看護
師以外の職種も含まれている。そこで，本研究
の対象者の適格条件は，①男性看護師，②臨床
看護師として勤務，③勤務先が病院，をすべて
満たす者とし，看護師の資格をもつが管理職と
して勤務している場合や，勤務先が訪問看護ス
テーションや一般企業などは除いた。

（ 2）　調査方法
　日本男性看護師会の会員ウェブサイトを通じ
て研究協力を依頼し，アンケート回答用のウェ
ブサイトのURLを案内した。調査の回答期間は，
2017年 8 月31日～ 9 月13日とした。

（ 3）　調査内容
　対象者の属性（年齢，臨床経験年数，婚姻状
況，所属診療科），働きやすさ，女性患者への
ケア，職場内外の人間関係について尋ねた。
「働きやすさ」は10段階評価を用いた（ 1 -働
きやすい，10-働きにくい）。「女性患者へのケ
ア」は，「女性患者とのコミュニケーションに
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不安があるか」「女性患者との信頼関係は築き
にくいと感じるか」「男性看護師がケアを行う

ことに対して女性患者が嫌がっていると思うこ
とはあるか」など，「職場内外の人間関係」は，

表 1　対象者の属性
（単位　人）

ｎ ％ ｎ ％
年齢　全体：平均（標準偏差） 35.1 （7.3） 働きやすさ　 1 働きやすい 15 14.4
　　　20代 27 26.0 　　　　　　 2 22 21.2
　　　30代 52 50.0 　　　　　　 3 16 15.4
　　　40代 20 19.2 　　　　　　 4 11 10.6
　　　50代以上 5 4.8 　　　　　　 5 11 10.6
臨床経験の年数　全体：平均（標準偏差） 11.2 （6.3） 　　　　　　 6 8 7.7
　　　　　　　　 1 年目 3 2.9 　　　　　　 7 9 8.7
　　　　　　　　 2 年目 2 1.9 　　　　　　 8 6 5.8
　　　　　　　　 3 年目 6 5.8 　　　　　　 9 1 1.0
　　　　　　　　 4 年目 4 3.8 　　　　　　10働きにくい 5 4.8
　　　　　　　　 5 －10年 35 33.7 所属診療科　一般病棟 53 51.0
　　　　　　　　11年以上 53 51.0 　　　　　　精神科 7 6.7
婚姻状況　未婚 35 33.7 　　　　　　ICU，救急外来／救急病棟，手術室 30 28.8
　　　　　既婚 69 66.3 　　　　　　その他 14 13.5
注　欠損値を除く

n %
Ａ働きやすさ

働きやすい 37 35.6
やや働きやすい 27 26.0
どちらともいえない 19 18.3
働きにくい 21 20.2

Ｂ女性ケアについて
1  男性患者と比べ，女性患者とのコミュニケー

ションに不安がありますか？
1 全くない 35 33.7
2 32 30.8
3 25 24.0
4 10 9.6
5 とてもある 2 1.9

2  女性患者との信頼関係は築きにくいと感じる
ことはありますか？
1 全くない 28 26.9
2 46 44.2
3 19 18.3
4 10 9.6
5 とてもある 1 1.0

3  男性看護師がケアを行うことに対して女性患
者が嫌がっているのではないかと思うことは
ありますか？
1 全くない 1 1.0
2 15 14.4
3 22 21.2
4 41 39.4
5 とてもある 25 24.0

4  あなたは女性患者にケアを断られたことがあ
りますか？
ある 91 87.5
ない 13 12.5

5  あなたは男性看護師であることから，女性看
護師にケアの交代を頼んだことがありますか？
ある 101 97.1
ない 3 2.9

6  （ 5 で「ある」と答えた場合）そのことで女
性看護師に負担をかけていると感じたことが
ありますか？
1 全くない 16 15.4
2 20 19.2
3 16 15.4
4 24 23.1
5 とてもある 25 24.0

（単位　人）

n %
Ｃ職場内外の人間関係

1  先輩からのフォローの声かけは多いと思いますか？
1 とても少ない 14 13.5
2 19 18.3
3 40 38.5
4 26 25.0
5 とても多い 5 4.8

2 先輩に自分からよく質問をしていますか？
1 全くしていない 4 3.8
2 6 5.8
3 39 37.5
4 35 33.7
5 よくしている 20 19.2

3  あなたの職場は普段困ったときに質問しやすい雰囲気だと思いますか？
1 質問しにくい 7 6.7
2 11 10.6
3 17 16.3
4 42 40.4
5 質問しやすい 27 26.0

4  職場の看護師同士の関係は良好だと思いますか？
1 良好でない 6 5.8
2 11 10.6
3 29 27.9
4 40 38.5
5 良好である 18 17.3

5 困ったときに相談できる人はいますか（職場内外は問いません）
いる 96 92.3
いない 8 7.7

6  職場スタッフと意見が違っていても自分の考えを言えていますか？
1 言っていない 2 1.9
2 15 14.4
3 19 18.3
4 34 32.7
5 言っている 34 32.7

7  女性患者のケアについて，女性看護師に代わっ
てもらうようと頼むことができますか？
できる 102 98.1
できない 0 0.0
わからない 2 1.9

8  女性看護師が多数の中で孤独を感じることがありますか？
1 全くない　 38 36.5
2 22 21.2
3 14 13.5
4 19 18.3
5 とてもある 11 10.6

表 2　働きやすさ，女性患者へのケアと職場内外の働きやすさ
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「職場の看護師同士の関係は良好だと思うか」
「女性が多数の中で孤独を感じることがある
か」などで，リッカートスケールによる 5 段階
評価を用いた（例： 1 -全くない， 5 -とてもあ
る）。

（ 4）　分析方法
　各調査項目について集計し「女性患者へのケ
ア・職場内外の人間関係」と「働きやすさ」の
クロス集計を行った。なお，「働きやすさ」は
回答数の分布を考慮して，働きやすい（ 1 （働
きやすい）- 2 ），やや働きやすい（ 3 - 4 ），ど
ちらともいえない（ 5 - 6 ），働きにくい（ 7 -10
（働きにくい））の 4 カテゴリとした。

（ 5）　倫理的配慮
　日本男性看護師会の代表者に調査協力の同意
を得て，会員ウェブサイトに説明文書を掲載し
て協力を依頼し，回答は無記名とした。本研究
は，国立国際医療研究センター倫理審査委員会
で承認を得て実施した（平成29年 8 月14日，承
認番号：NCGM-G-002295-00）。

Ⅲ　結　　　果

　アンケート回答者は104人で，対象者の属性
を表 1に示した。回答者の平均年齢（標準偏
差）は35.1歳（7.3），臨床経験の平均年数（標
準偏差）は11.2年（6.3），既婚者が66.3％で
あった。所属する診療科は，一般病棟が51.0％，
ICU・救急外来／救急病棟・手術室が28.8％，
精神科が6.7％，その他13.5％であった。
　また，女性患者とのコミュニケーションに不
安を感じる人は11.5％，信頼関係を築きにくい
と感じている人は10.6％で，女性患者からケア
を断られたことがあるのは87.5％，ケア交代を
頼んだことがあるのは97.1％で，女性が多数の
中で孤独を感じる人は28.8％（ 4 - 5 （とても
ある）），職場内外を問わず相談できる人は92.3
％であった（表 2）。
　女性患者へのケアと働きやすさの集計では，
コミュニケーションに不安がない，信頼関係を
築きにくいと感じることがない，女性患者は嫌
がっていると思うことがない，女性患者にケア

表 3　女性ケアや職場内外の人間関係と働きやすさとの関連
（単位　人）

全体 働きやすい やや働き
やすい

どちらとも
いえない 働きにくい

ｎ ｎ ％ ｎ ％ ｎ ％ ｎ ％
A．女性ケアについて

1  男性患者と比べ，女性患者とのコミュニケーション
に不安がありますか？

1 全くない 35 12 34.3 10 28.6 5 14.3 8 22.9
2 32 16 50.0 4 12.5 9 28.1 3 9.4
3 25 6 24.0 9 36.0 4 16.0 6 24.0
4 10 1 10.0 4 40.0 1 10.0 4 40.0
5 とてもある 2 2 100.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0

2  女性患者との信頼関係は築きにくいと感じること
はありますか？

1 全くない 28 13 46.4 8 28.6 3 10.7 4 14.3
2 46 18 39.1 10 21.7 8 17.4 10 21.7
3 19 5 26.3 5 26.3 5 26.3 4 21.1
4 10 1 10.0 3 30.0 3 30.0 3 30.0
5 とてもある 1 0 0.0 1 100.0 0 0.0 0 0.0

3  男性看護師がケアを行うことに対して女性患者が嫌
がっているのではないかと思うことはありますか？

1 全くない 1 1 100.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0
2 15 8 53.3 2 13.3 4 26.7 1 6.7
3 22 9 40.9 6 27.3 3 13.6 4 18.2
4 41 14 34.1 13 31.7 7 17.1 7 17.1
5 とてもある 25 5 20.0 6 24.0 5 20.0 9 36.0

4  あなたは女性患者にケアを断られたことがありますか？ ある 91 31 34.1 24 26.4 16 17.6 20 22.0
ない 13 6 46.2 3 23.1 3 23.1 1 7.7

5  あなたは男性看護師であることから，女性看護師
にケアの交代を頼んだことがありますか？

ある 101 35 34.7 27 26.7 18 17.8 21 20.8
ない 3 2 66.7 0 0.0 1 33.3 0 0.0

6  （ 5 で「ある」と答えた場合）そのことで女性看護
師に負担をかけていると感じたことがありますか？

1 全くない 16 6 37.5 3 18.8 2 12.5 5 31.3
2 20 10 50.0 4 20.0 4 20.0 2 10.0
3 16 8 50.0 1 6.3 2 12.5 5 31.3
4 24 8 33.3 8 33.3 5 20.8 3 12.5
5 とてもある 25 3 12.0 11 44.0 5 20.0 6 24.0
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を断られたことがない人ほど，働きやすいと回
答する傾向があった（表 3）。同様に，職場内
外の人間関係と働きやすさの集計では，先輩か
らのフォローの声かけが多い，職場は普段困っ
たときに質問しやすい雰囲気である，職場の看
護師同士の関係が良好である，女性看護師が多
数の中で孤独を全く感じない人ほど，働きやす
いと回答する傾向があった（表 3）。

Ⅳ　考　　　察

　本研究では，男性看護師の多くは，女性患者
からケアを拒否された経験があり（87.5％），
女性看護師にケアの交代を依頼するといった対
処法をとっていたが（97.1％），女性患者との
コミュニケーションや信頼関係の構築について
困難であると感じる人は少なかった。さらに，

女性患者のケアに対して困難に感じていない人
ほど，あるいは，職場内外の人間関係が良好で
あるほど，働きやすいと感じていた。女性患者
へのケアに伴う困難さと働きやすさとの関連に
おいては，職場環境の改善により両者を改善で
きる可能性があり，今後さらなる検討が必要で
あると考えられた。
　本研究では，男性看護師の約 9 割が女性患者
からケアを拒否される経験があったが，近年発
表された先行研究10）16）よりやや多い結果であっ
た。これは，本研究の回答者は，経験年数が長
い看護師が多くこれまでの経験も含まれている
こと，配属先は一般病棟が多く患者にケアを断
られる機会が多いこと9）が考えられた。
　女性患者とのコミュニケーションや信頼関係
の構築と働きやすさとの関連は，女性患者にケ
アを拒否された経験の有無や，女性患者に嫌が

全体 働きやすい やや働き
やすい

どちらとも
いえない 働きにくい

ｎ ｎ ％ ｎ ％ ｎ ％ ｎ ％
B．職場内外の人間関係

1 先輩からのフォローの声かけは多いと思いますか？ 1 とても少ない 14 4 28.6 1 7.1 2 14.3 7 50.0
2 19 3 15.8 5 26.3 3 15.8 8 42.1
3 40 14 35.0 15 37.5 8 20.0 3 7.5
4 26 14 53.8 6 23.1 5 19.2 1 3.8
5 と て も 多
い

5 2 40.0 0 0.0 1 20.0 2 40.0

2 先輩に自分からよく質問をしていますか？ 1 全くしていない 4 2 50.0 0 0.0 0 0.0 2 50.0
2 6 1 16.7 3 50.0 1 16.7 1 16.7
3 39 8 20.5 12 30.8 10 25.6 9 23.1
4 35 16 45.7 8 22.9 6 17.1 5 14.3
5 よくしている 20 10 50.0 4 20.0 2 10.0 4 20.0

3  あなたの職場は普段困ったときに質問しやすい雰囲気だと思いますか？ 1 質問しにくい 7 1 14.3 0 0.0 1 14.3 5 71.4
2 11 1 9.1 4 36.4 0 0.0 6 54.5
3 17 4 23.5 5 29.4 6 35.3 2 11.8
4 42 17 40.5 11 26.2 9 21.4 5 11.9
5 質問しやすい 27 14 51.9 7 25.9 3 11.1 3 11.1

4 職場の看護師同士の関係は良好だと思いますか？ 1 良好でない 6 0 0.0 0 0.0 0 0.0 6 100.0
2 11 0 0.0 5 45.5 2 18.2 4 36.4
3 29 5 17.2 9 31.0 10 34.5 5 17.2
4 40 21 52.5 10 25.0 5 12.5 4 10.0
5 良好である 18 11 61.1 3 16.7 2 11.1 2 11.1

5 困ったときに相談できる人はいますか（職場内外は問いません） いる 96 35 36.5 24 25.0 18 18.8 19 19.8
いない 8 2 25.0 3 37.5 1 12.5 2 25.0

6  職場スタッフと意見が違っていても自分の考えを言えていますか？ 1 言っていない 2 0 0.0 0 0.0 1 50.0 1 50.0
2 15 1 6.7 5 33.3 4 26.7 5 33.3
3 19 6 31.6 6 31.6 4 21.1 3 15.8
4 34 17 50.0 7 20.6 4 11.8 6 17.6
5 言っている 34 13 38.2 9 26.5 6 17.6 6 17.6

7  女性患者のケアについて，女性看護師に代わって
もらうようと頼むことができますか？

できる 102 37 36.3 27 26.5 18 17.6 20 19.6
できない 0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0
わからない 2 0 0.0 0 0.0 1 50.0 1 50.0

8  女性看護師が多数の中で孤独を感じることがありますか？ 1 全くない 38 21 55.3 8 21.1 5 13.2 4 10.5
2 22 6 27.3 8 36.4 4 18.2 4 18.2
3 14 6 42.9 4 28.6 2 14.3 2 14.3
4 19 4 21.1 4 21.1 7 36.8 4 21.1
5 とてもある 11 0 0.0 3 27.3 1 9.1 7 63.6
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られていると感じることよりも，緩やかな傾向
であった。この背景には，羞恥心が生まれやす
く戸惑いやすいケア17）に比べて，患者－看護師
間の性の違いによる悩みが少ないこと，性の違
いよりも看護師自身のスキルのほうが影響しや
すいことが考えられた。一方で，性別により看
護を拒否された経験を持つ男性看護師は，ジェ
ンダーを意識する傾向があることも報告されて
いる8）。女性患者にケアを拒否される体験は，
他の女性患者にもケアを断られるのではないか，
嫌がられているのではないかと感じやすく，男
性看護師が働きにくいと感じる要因になってい
る可能性もある。
　また，女性看護師が多数であることにより孤
独を感じる人の割合は，先行研究18）よりやや多
い傾向にあった。このような中で，職場での人
間関係やスタッフとのコミュニケーション，職
場で感じる孤独，職場の看護師同士の関係と
いった職場環境と働きやすさとに関連がみられ
た。男性看護師の患者－看護師間の性の違いに
よるセクシャリティの問題は，女性患者・男性
看護師だけではなく，男性患者－女性看護師間
でも生じる。患者ケアの交代の依頼のしやすさ
などは，女性看護師にとっても必要な職場環境
である。
　本研究の限界として，調査票の設計に関する
点があり，本調査の質問項目は，過去も含めた
経験と現在の状況について区別できていなかっ
たこと，女性患者からケアを断られた理由は，
身体的なケアに伴うものであったかは不明であ
ることがある。次に，回答者は経験年数の長い
男性看護師が多数を占め，経験年数の少ない男
性看護師には当てはまらない可能性がある。ま
た，本調査では回答者数が十分ではなかったた
め，経験年数別や配属先ごとの分析は行わず，
分析時に交絡・バイアスは考慮できていない。
今後，配属先・経験年数等を考慮したうえで，
女性ケアの経験と職場環境が働きやすさにどの
ように影響しているか，大規模調査での検討が
必要である。最後に，本研究の協力を得た日本
男性看護師会会員のうち，適格基準に合致する
対象者数を把握することが困難であったが，本

研究の回答者は全会員数1,174人に対して104人
であり，回答率は低いことが考えられた。
　本研究の結果の一般化可能性に限界はあるが，
対象者の51.0％は一般病棟で，配属先の多様化10）

が反映された結果となった。従来は，男性看護
師に対する認知度・理解度の低さもあった9）が，
一方で，男性看護師のケアを受けた経験のある
患者ほど看護師にも男性が必要であると考えて
おり11），女性看護師にケアを代わって欲しいと
考える割合が低く19），男性看護師によるケアへ
の受け入れがよい20）ことも報告されている。ま
た本研究は，病院看護師を対象としたが，男性
看護師の活躍の場は，介護施設21）や訪問看護ス
テーション22）等，多様化している。患者－看護
師間の性の違いは解消できないが，看護界のダ
イバーシティの推進でも男性看護師は重要で23），
看護師に対する社会のイメージも変えていく必
要がある。

Ⅴ　結　　　論

　男性看護師の多くは女性患者にケアを断られ
た経験があるが，女性患者とのコミュニケー
ションや信頼関係の構築での困難感は少なかっ
た。また，女性患者に対するケアと働きやすさ，
職場内外の人間関係と働きやすさとに関連がみ
られた。女性患者のケアへの対処法は，職場の
人間関係によって対応が可能であることから，
今後は，女性患者に対してケアの困難さがある
場合でも，職場環境によって働きやすさが変わ
るのか，これらの要因の組み合わせによる相互
の関連性を，さらに検討する必要がある。
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